
1 
 

 

 

2026.2.4  霊とまことの礼拝 

－レビ記 23 章に記された שַׁבָּת (シャッバート)安息日－ 

〔聖書は新改訳 2017 を引用〕 

はじめに 

 

モーセの十戒の第四番目に安息日の規定があります。それは、イスラエルが神の民と

して神との契約を結び、そのしるしとして永遠に守るべき掟であることが教えられて

います。その安息日は、一方でレビ記 23 章の祭りの規定の最初に置かれています。

そこに記されたそれぞれの祭りは、どちらかと言うと季節の土地の作物の収穫に連動

させて神との関係を維持していくような内容がほとんどとなっています。その中に週

ごとに来る安息日が祭りとして記されているのには少し違和感を覚えます。そこで、

今回はレビ記 23 章に記された安息日について考えてみたいと思います。 
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「レビ記」は、律法の書の第三番目に置かれています。その「レビ記」というネーミ

ングは、七十人訳聖書に由来しています。ヤコブの第三子のレビの子孫である祭司部

族の書ということです。彼らは神と民の間を仲介する務めや、幕屋の維持・管理とい

った責任を負っていました。 

 

そして、この書には、「神の民」とされたイスラエルが聖なる神に近づき、交わり、

神に受け入れられる礼拝をするための手段が定められています。また、彼らがその日

常生活において、聖なるものと汚れたものとを峻別して歩む生き方が規定されていま

す。それゆえに表面的には神に贖われた民であるイスラエルが、諸国に対して神を証

しするため、いかにして「神の民」としてふさわしい存在となるべきか、というよう

な「神の民の聖別」を主題とした内容となっています。 

 

しかし、イェシュアはヨハネ 5 章において次のように語っておられます。 
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【ヨハネ 5:39】 

「あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。そ

の聖書は、わたしについて証ししているものです。」 

ここでいう聖書とは、当然ながら旧約聖書のことを指していますが、新約聖書もひと

つにつながった同じ神のみことばです。そして、その「聖書はわたしについて証して

いる」とイェシュアご自身が語っておられます。 

 

さらにイェシュアは次のようにも語られています。 

【ヨハネ 5:36】 

「…わたしが成し遂げるようにと父が与えてくださったわざが、すなわち、わたしが

行っているわざそのものが、わたしについて、父がわたしを遣わされたことを証しし

ているのです。」 

ここには、イェシュアが父なる神の御計画を成し遂げるために遣わされていることが 
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示されています。 

レビ記 23 章にイスラエルの祭りの規定が定められていますが、その中にイェシュア

を見るとするならば、このイスラエルの祭りの規定にはイェシュアを通して成される

神の御計画の預言的内容が啓示されていることが分かると思います。 

 

１ レビ記 23 章の八つの例祭の規定と預言的意味 

3)「シャッバート(安息日)」שַׁבָּת (1) 節) 

八つの主の例祭の規定の冒頭に掲げられているのが「安息日」です。この「安息日」

と以下の七つの例祭は区別されています。 

「安息日」は「六日間は仕事をする。しかし、七日目は全き休み…(3 節)」とあり、 

七日間、すなわち週のサイクルで訪れますが、他の七つの祭りは年のサイクルになっ

ています。また「安息日」はモーセの十戒の第四番目として置かれており、特に重要

な祭りであることが分かります。十戒は神と神の民との関わりを永遠に規定している 
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ものですから、神の御計画においてもそのような内容を指し示しているのではないか

と思います。 

 

(2) js'P「ペサハ(過越しの祭り)」(5 節) 

過越しの祭りは、第一の月の十四日に過越しのいけにえを献げます。それはイスラエ

ルの民がエジプトの奴隷状態から解放された日の出来事を記念として行うように命じ

られた祭りです(出エジプト 12:14)。イスラエルの民がエジプトから贖い出されたよ

うに、人が罪の奴隷からキリストの死によって贖われることを予表しています。 

 

(3) tACM;h; gx;「ハグ ハンマッツォート(種なしパンの祭り)」(6～8 節) 

種なしパンの祭りは、「過越しの祭り」に続いて七日間行われる祭りで、その間、種 

なしパンを食べることが規定されています。「種なしパン」は罪がないことを表して

おり、イェシュアの生涯が罪なき歩みであったことを示し、人として来られた神であ 
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るイェシュアが十字架で流された血は罪なき方の尊い血でなければならなかったこと

を示しています。またイェシュアの生涯はそのような罪なき歩みであったことを表し

ています。 

 

(4) tyviareh; gj'「ハグ ハーレーシート(初穂の祭り) 」(10～14 節) 

初穂の祭りは、過越しの祭りの後に来る安息日の翌日に収穫物(大麦)の初穂を献げる

祭りです。この祭りの指し示す預言的な意味は、キリストの復活です。それはキリス

トの復活が、死者の中からよみがえった初穂であるということを表しています。 

 

(5) t[obUv; gj'「ハグ シャーヴオーット(七週の祭り)」(15～22 節) 

七週の祭りは、初穂の祭りから満七週間を数えた日の翌日にパン種を入れた小麦粉を

焼いて造られた二つのパンを奉献物として献げるのが特徴的です。二つのパンは「ユ 

ダヤ人」と「異邦人」を表しており、二つのものが一つとされ、新しい一人の人を造 
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り上げるというエペソ 2 章 14～18 節の教会の奥義が示されています。 

ここまでの四つの祭りは春に行われる祭りです。これに対して、この後に出で来る三

つの祭りは秋に行われる祭りとなっています。 

 

(6) h['WrT. !/y「ヨーム テルーアー(吹き鳴らす日:ラッパの祭り)」(24～25 節) 

第七の月の第一日目に「ラッパを吹き鳴らす」のが、この祭りの特徴です。「ラッパ

を吹き鳴らす」というのは、ある大切なことが近づいたことを告知するという意味が

あります。その大切なこととは、同じ月の十日目の「贖罪の日」のことであり、さら 

に十五日目から始まる「仮庵の祭り」のことです。 

パウロは、「終わりのラッパ(神のラッパ)」とともにイェシュアが再び来られ、教会

が引き上げられる「携挙」と言われる出来事について教えています。 

 

(7) rWPK !/y「ヨーム キップール(贖罪の日)」(27～32 節) 
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第七の月の十日目が「贖罪の日」です。「キップール」の語源 rp'K; (カーファル)」

は「罪を覆い、罪を赦す」という意味です。この日は、すべての人が「自らを戒める

(断食)」ように命じられています。そして、年に一度、その日だけ、しかも大祭司一

人のみが至聖所に入ることを許されています。そこで大祭司は民全体の罪の赦しのた

めに犠牲のいけにえを献げます。 

「贖罪の日」が預言的に示している神の御計画は、イスラエルの残りの者が悔い改め

て神に立ち返ることです。教会が携挙された後に反キリストによる七年間の患難時代

が到来しますが、その終わりに、彼らに「恵みと嘆願の霊」が注がれ、彼らはイェシ 

ュアがメシアであることを知り、悔い改めに導かれます。 

 

(8) t/KsUj' gj「ハグ ハスッコート(仮庵の祭り)」(34～36 節、39～43 節) 

「仮庵の祭り」は、第七の月の十五日目から七日間の祭りですが、この期間は仮庵を

造ってそこに住むということが規定されています。この祭りは、イスラエルの民が出 
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エジプト後の四十年間の荒野生活を思い起こさせるためであると教えられています

(レビ 23:44)。 

この「仮庵の祭り」は、メシア王国(千年王国)を預言的に表しています。このときに

は、サタンに属する一切の敵対勢力が排除され、王なるキリストが神の正義によって 

直接統治する時代となります。荒野時代のイスラエルは神と最も親密な時代であり、

その荒野こそが神の御声を聞く場所でした。それゆえに、メシア王国に住むすべての

民は王であるキリストとの信頼関係のもと、キリストの支配を喜び、楽しむ時代とな

ります。また、その時代に唯一行われる祭りが「仮庵の祭り」です(ゼカリ 14:16)。 

 

以上のように、レビ記 23 章には八つの祭りが規定されており、神の御計画がイェシ 

ュアによって実現されていくことが示されています。すでに人類歴史はイェシュアの

初臨によって春の祭りが実現したことを経験しています。そうであるならば、イェシ

ュアの再臨によってこれから成されようとしている神の御計画も必ず実現するものと 
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確信することができるのではないでしょうか。 

 

ところで、一番目に記された祭りの「安息日」については、祭りの規定の中でも特別 

であることが感じられますが、重要なのはその「安息日」を通して神が示そうとして

いることは何であるかということです。そのことについて、もう少しへブル的な視点

から考えてみたいと思います。 

 

  の三つの文字「安息日(シャッバート)」שַׁבָּת ２

 は名詞ですが、動詞では「tb'v;」(シャーヴァト)」で「休む」、「やめる」「שַׁבָּת」

などの意味となります。また、「שַׁבָּת」は「v(シーン)」、「b(ベート)」、それから

「t(ターヴ)」の三つの子音から構成されています。 

⑴「v(シーン)」は、歯を意味する文字ですが、そこから「食い尽くす」、「尋ね求め

る」、「むさぼり食う」というような意味が派生します。更にそこから「神を尋ね求め 

 

 



11 
 

 

る」、「神を慕い求める」、「神を切に求める」という意味が派生しています。また、歯

ということで「食事(交わり)」という意味にもつながります。 

 

⑵「b(ベート)」は、「家＝בֵּית(バイト)」を表す文字です。「(主の)宮」、「家族」、 

「部族、国民」などの意味も含んでいます。 

 

⑶「t(ターヴ)」は、「תָּו(ターヴ)」という語彙で表しますが、それは「しるし」、

「符号」を意味します。エゼキエル 9:4 では、「תָּו(ターヴ):しるし」をつけられた

者が神の裁きから守られるという記述があります。また、「t(ターヴ)」はアルファ 

ベット文字の最後に来ることから「終わり」、「完成」を表す文字でもあります。 

－これらの三つの子音からイメージされることー 

「神を尋ね求める」というのは、「神との交わりを求める」ことと同義です。また、

「神を尋ね求める」者が神にしるしをつけられ、神に選ばれたものであるということ 
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ができます。そして、神は「神と人がともに住む家」を創造し、そこで神と神に選ば

れた者がともに向き合い、親しい交わりがなされることを願っておられます。それ 

は、歴史の中では「エデンの園」から始まり、「幕屋」、「神殿」、「教会」、そして「メ

シア王国」へと移っていきます。また、奥義的には人の霊の中に神の家が建て上げら

れます。そして、これらが指し示しているのは完成されて最終的に辿り着く究極の家

です。すなわち、「神は人々とともに住み、人々は神の民となる」と言われる「神の

幕屋」(黙示録 21:3)がこの三つの文字から浮かび上がってきます。 

 

３ レビ記 23 章から分かるשַׁבָּת「(シャッバート)安息日」 

⑴「【主】の安息」と「あなたがたの安息」 

レビ記 23 章には、祭りの規定を説明する前に区切りのフレーズが置かれています。 

それは、「安息日」の規定の前の 2節と他の七つの例祭の前の 4 節です。それ以外の

箇所にはありません。 
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－「安息日」の規定の前に置かれたフレーズ－ 

23:2「…あなたがたが聖なる会合として召集する【主】の例祭、すなわちわたしの例

祭は次のとおりである。」 

モーアダーイ ヘーム エーレ  コーデシュ ミクラーエー オッターム ティクレウー アシェル  アドナイ  モアデー  アレーヘム 

yd'[]Am ~he hL,ae vd,qo yaer'q.mi ~t'ao War>q.Ti-rv,a] hw"hy> yde[]Am ~h,lea 
例祭 わたし(自身)の   聖なる会合     召集するところの  これらの 主の 例祭 

 

－他の例祭の規定の前に置かれたフレーズ－ 

23:4 「あなたがたが定期的に召集しなければならない聖なる会合、【主】の例祭は次

のとおりである。」 

ベモアダーム  オッターム ティクレウー アシェル   コーデシュ ミクラーエー アドナイ  モアデー   エーレ 

~d'[]AmB. ~t'ao War>q.Ti-rv,a vd,qo yaer'q.mi hw"hy> yde[]Am hL,a 
季節の中で(定期に) 召集するところの  聖なる会合   これらの 主の 例祭 
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二つのフレーズで異なるのは、２節の「わたしの例祭」と 4節の「定期的に」という

部分です。つまり、レビ記 23 章に掲げられた例祭の中で「安息日」だけは「わたし

の例祭」、すなわち主ご自身のものであるということが強調されているように思えま

す。 

 

この「安息日」の起源は創世記 2章にあります。 

【創世記 2:1～3】 

「1 こうして天と地とその万象が完成した。2 神は第七日に、なさっていたわざを完

成し、第七日に、なさっていたすべてのわざをやめられた(tbv)。3 神は第七日を

祝福し、この日を聖なるものとされた。その日に神が、なさっていたすべての創造の

わざをやめられた(tbv)からである。」 

「聖なるもの」とは、特別に神のために取り分けられ、他のものと区別するという意

味があります。第一日目から六日目までも神のわざですが、第七日目は特別に神のも 
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のとして区別されているということです。 

従って、神は第七日目を「安息日」として定めていますが、それは主ご自身のもので

あるということがここでも教えられています。 

 

また、モーセの十戒に記された安息日の規定は次のとおりです。 

【出エジプト 20:8～10】 

「8 安息日(tB'v;)を覚えて、これを聖なるものとせよ。9 六日間働いて、あなたのす

べての仕事をせよ。10 七日目は、あなたの神、【主】の安息(tB'v;)である。あなた

はいかなる仕事もしてはならない。…」 

ここでは、安息日を「聖なるもの」とされているのに加えて「【主】の安息」という

表現があります。 

一方で、レビ記 23 章の他の祭りの中で唯一「安息」、「安息日」として執り行う祭り

があります。それが「贖罪の日」です。 
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【レビ 23:32】 

「これは、あなたがたの全き休みのための安息日である。あなたがたは自らを戒め

る。その月の九日の夕暮れには、その夕暮れから次の夕暮れまで、あなたがたの安息

を守らなければならない。」 

ここでいう安息日は、第七の月の十日に行われる「贖罪の日」のことですから、3節

に規定された週ごとに訪れる安息日とは明らかに異なっています。しかも興味深いこ

とに、ここでは「【主】の安息(日)」ではなく、「あなたがたの安息(日)」と表現され

ています。 

《原文比較》 (3 節)「【主】の安息日」      (32 節)「あなたがたの安息」 

        ラアドナイ      ヒヴ     シャッバート       シャバットゥヘム 

hw"hyl;  awhi  tB'v;  ~k,T.B;v; 
主のための   である    安息日          名詞の人称接尾辞(あなたがたの～) 
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⑵ へブル書における「安息」 

新約聖書で安息日に関する教えが書かれているのは、へブル書 4章です。そこには、

イスラエルの民に対して次のように勧めています。 

【へブル 4:1】 

「…神の安息に入るための約束がまだ残っているのに、あなたがたのうちのだれか

が、そこに入れなかったということのないようにしましょう。」 

へブル書 4章は、創造の時の「神の安息」と、ヨシュアに率いられてカナン入国とい

う「安息」と、「御国の福音」における祝福としての「終末的な安息」とを比較しな

がら語られています。しかもこの「神の安息」は、創造のみわざが完成した時からす

でに存在していると教えられています(ヘブル 4:3)。 

 

また、創世記 1 章における神の創造には、「夕べがあり、朝があった。第～日」とい

うフレーズでそれぞれの創造の日が閉じられています。ところが「第七日」だけは、 
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そのフレーズがなく、閉じられていません。 

ということは、創世記 2 章で記されている「第七日目」はまだ終わっていないという

ことが言えます。この意味において、「神の安息に入るための約束がまだ残っている

(4:1)」ということができると思います。 

イスラエルの民は不従順のゆえにカナンの地に入ることができませんでした。それゆ

えにここで「ですから、だれも、あの不従順の悪い例に倣って落伍しないように、こ

の安息に入るように努めようではありませんか。(4:11)」と勧めています。 

 

つまり、ヨシュアの時代の「安息」がカナンの土地であったように、今の時代のイス

ラエルの民に与えられる「神の安息」は信仰による神との関わりであるということが

できます。そして、「この安息に入るように努める」ということは、彼らが悔い改め

てメシアであるイェシュアを信じることです。 
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すでに、神の側ではご自身のわざを終えて安息に入っておられます。それがレビ記

23 章 3 節にある「【主】の安息」です。 

一方で、イスラエルはまだ入っていないということです。しかし、イスラエルの民の

ためにそれは閉じられることなく残されています。そして、やがて彼らは彼ら自身が

その安息にたどり着くことになります。 

【へブル 4:10】 

「神の安息に入る人は、神がご自分のわざを休まれたように、自分のわざを休むので

す。」 

それがレビ 23:32 に約束された「あなたがた(イスラエル)の安息」ではないでしょう

か。 

その日、イスラエルの残りの者には「恵みと嘆願の霊」が注がれ、彼らはイェシュア

がメシアであることを知り、悔い改めに導かれます。 
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【ゼカリヤ 12:10】 

「わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと嘆願の霊を注ぐ。彼ら

は、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見て、長子を失って激しく泣くかのよう

に、その者のために激しく泣く。」 

とあります。 

「贖罪の日」が示しているように、イスラエルの民は悔い改めへと導かれますが、そ

れはイェシュアの地上再臨の時です。その後に来るのが「仮庵の祭り」が示している

メシア王国の時代です。ところが、このメシア王国の時代においてもイスラエルの残

りの者は生身のからだでそこに入っていきますので、贖いのわざが完成しているわけ

ではなく、千年の期間を待たなければなりません。 

そして、ついにその期間を終えるとともに地において完全な贖いがなされ、天にある

完成された安息、すなわち「聖なる都、新しいエルサレム」が天と地が結ばれてひと 

つとなるように地上に降りてくるということではないでしょうか。そこで「神が人々 
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とともに住み、人々は神の民となる」という神の究極の目的が達成されるのだと思い

ます。 

 

終わりに 

神の御計画はあまりにもスケールが大きすぎて圧倒されますが、その神が私たちの霊

の中に住まわれていることを考えると驚くばかりです。 

福音書を読むと、イェシュアとイスラエルの宗教指導者たちとの最大の対立は安息日

に関する問題でした。彼らは法と規則を守ることによる安息、すなわち「善悪の知識

の領域」における安息を求めていました。そこにイェシュアによって「いのちの領

域」における安息の提示がなされるわけですが、そのとき彼らはそれを拒否してしま

います。しかし神は彼らを回復し、神の安息に招き入れられるのを約束しておられま

す。聖書には、このような神の御計画が示され、それはこれまで一つも違うことなく

実現しています。その「まことの神」を証ししていくものでありたいと思います。 

火曜ＡＣ 呉屋敏 

 


